
◎基本情報

○ 対象 ● 対象外

● 経常経費 ○ 臨時的経費 ○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理費

● 直営　 ○ 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助・助成　 ○ その他

□ 企画 ■ 実施 ■ 評価 □ 対象外

指標2の評価、未達理由、今後の
考え方

社会的な背景の影響もあり、参加人数の減は今後も予測されるため、保護者ニーズがどこにあるのかを見
つめ直し、より参加がしやすい取組への変革を検討したい。紹介される際の主訴が多岐に渡っており、発達
の心配ではなく保護者の育児不安や困難さのケースも増えており一概に良くない結果ではないと考える。

今年度の見直し
内容

なし

来年度以降の方
向性

母親の稼働率増加等の社会的背景に伴い、事業の在り方の見直しが必要な時期にある。広場実施の時間帯や回数、会場の選定等及び終了
後のアフターフォローの内容等、保護者ニーズと照合させながらより必要とされる事業展開を検討していく。

53% 55% 51% 52%

↓

アウトカム
成果指標2

月1さっぽ終了後、療育・医療につながった割合（週1さっぽ含
む

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和4年度実績 令和5年度予定 令和5年度実績 令和6年度予定 令和7年度予定 令和8年度予定

令和8年度予定

1292人 1350人 999人 900人

指標1の評価、未達理由、今後の
考え方

参加数が減少したことに伴い、発達検査を希望する数にも影響が及んだと考える。発達検査を通して親が子
どもの現在の状況を客観的に捉え、心理士から助言を得られる貴重な機会になるため、必要な保護者へそ
の機会を提供できるよう更に丁寧に理解を仰ぎ、参加数に対しての受検する割合を適切に増やしたい。

アウトプット
活動指標2

年間登録者数 という活動、業務を行うことで

令和4年度実績 令和5年度予定 令和5年度実績 令和6年度予定 令和7年度予定

143件 160件 96件 100件

↓

アウトカム
成果指標1

心理療法士による発達検査の年間実施数 という状態にしたい、成果を挙げたい

令和4年度実績 令和5年度予定 令和5年度実績 令和6年度予定 令和7年度予定 令和8年度予定

令和8年度予定

0人 0人 0人 0人

人工

指標

アウトプット
活動指標1

療育支援事業参加まち数（２か月以上待ち人数） という活動、業務を行うことで

令和4年度実績 令和5年度予定 令和5年度実績 令和6年度予定 令和7年度予定

11 人工

令和6年度予算額 40,683 千円 うち特定財源 174 千円 正規職員業務量 11

正規職員業務量 11 人工

令和5年度決算額 34,776 千円 うち特定財源 170 千円 正規職員業務量

千円 正規職員業務量 11 人工

令和5年度予算額 39,310 千円 うち特定財源 91 千円

どのような状態にしたい
（状態を維持したい）

発達障害の早期発見、早期支援により乳幼児期から成人までの一貫した支援につながるよう、より地域に根差しての取組の
幅を広げていきたいと考える。

他都市の状況

ほとんどどの政令市において同様の支援が実施されているが内容や方法は様々。関わるスタッフは本市同様、保育士・心理
士が多く、保健師や言語聴覚士が携わっている市もある。静岡市では研修を受けた保護者が保護者の立場で相談に乗り親支
援をしている。						
							

市民参加の実施

令和4年度決算額 34,750 千円 うち特定財源 111

施策名 －

アクションプラン

事業の性質

事
業
内
容

事業の背景（現在の状況、社
会的課題）

・社会的背景として、保護者の稼働率が上がったことで時間的に利用できる幅が狭まったり、児童発達支援事業所増設によ
り、保護者の療育を利用することに対しての意識のハードルが下がっていたりすることから、地域差はあるが、参加率が年々
微減傾向にある。
一方、保護者の子育てに関する悩みや心配は多岐に渡り、子どもの発達の心配はもとより、保護者の強い育児不安や家庭の
養育状況に心配のあるケースが散見され、関係機関との連携を密に取る必要性が増えている。

事業内容
（何を実施し）

①発達に心配のある子どもの療育支援事業
　各区保健センターで把握した発達に心配があるとされた児童・保護者に対しての相談・支援の実施
②先天性障がい児早期療育事業
　ダウン症等の先天性障がいのある乳幼児の心身の発達を促すとともに保護者への相談・支援の実施

事業名 療育支援費

評価担当課 所   属 子）児童相談所　家庭支援課 電話番号 011‐622‐8910

事業評価調書

年度 令和5年度 会計コード 10 一般会計 事業コード 22755


